















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































averford Library Collection of Cuneiform
 T
ablets or D
ocum
ents
”,	A
cta Sum
erologica	2	
（1980
）	197-224
「
シ
ュ
メ
ー
ル
初
期
王
朝
時
代
」『
史
観
』
一
〇
四
（
一
九
八
一
）
七
―
一
七
頁
“An	U
r	III	adm
inistrative	text	in	the	T
oyam
a	M
em
orial	M
useum
”,	A
cta Sum
erologica	3	（1981
）	192
「
ウ
ル
第
三
王
朝
時
代
の
ラ
ガ
シ
ュ
に
お
け
る
穀
物
関
係
文
書
に
つ
い
て
（
二
）」『
オ
リ
エ
ン
ト
』
二
四
・
一
（
一
九
八
一
）
八
七
―
一
〇
三
頁	
“ʻK
ing	of	K
ishʼ	in	Pre-sargonic	Sum
er
”,	O
rient	17	（1981
）	1-17
“Subgroups	of	lú-kur
6 -dab
5 -ba	（I
）	:	sag-dub-ba	and	šeš-bìr-ra
”,	A
cta Sum
erologica	4	（1982
）	69-84
「
シ
ュ
メ
ー
ル
都
市
国
家
ラ
ガ
シ
ュ
と
ウ
ル
の
対
立
抗
争
」『
史
観
』
一
〇
七
（
一
九
八
二
）
一
〇
七
―
一
二
〇
頁
「『
シ
ュ
メ
ー
ル
の
王
名
表
』
に
つ
い
て
」『
オ
リ
エ
ン
ト
』
二
五
・
二
（
一
九
八
二
）
一
〇
六
―
一
一
七
頁
“Subgroups	of	lú-kur
6 -dab
5 -ba	（II
）:	šeš-gub-ba	and	šeš-tuš-a
”,	A
cta Sum
erologica	5	（1983
）	67-79
「
ア
ッ
カ
ド
王
朝
時
代
の
軍
事
遠
征
」『
日
本
オ
リ
エ
ン
ト
学
会
創
立
三
十
周
年
記
念
オ
リ
エ
ン
ト
学
論
集
』
刀
水
書
房
一
九
八
四
年　
五
五
三
―
五
六
八
頁
前
田
徹
教
授　
年
譜
・
主
要
著
作
目
録
一
二
七
“Work	concerning	irrigation	canals	in	pre-Sargonic	Lagash
”,	A
cta Sum
erologica	6	（1984
）	33-53
“ʻK
ing	of	the	four	regionsʼ	in	the	dynasty	of	A
kkade
”,	O
rient	20	（1984
）	67-82
「
シ
ュ
メ
ー
ル
・
ア
ッ
カ
ド
の
歴
史
叙
述
」『
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
歴
史
家
像
』
昭
和
五
九
年
度
科
学
研
究
補
助
金
一
般
研
究
Ｂ
研
究
成
果
報
告
書　
研
究
代
表
者
安
斎
和
雄　
一
九
八
五
年	
五
―
八
頁
「
シ
ュ
メ
ー
ル
に
お
け
る
王
権
と
社
会
正
義
」『
三
笠
宮
殿
下
古
希
記
念
オ
リ
エ
ン
ト
学
論
集
』
小
学
館
一
九
八
五
年　
三
〇
一
―
三
一
二
頁
“ʻK
ing	as	a	law
giverʼ	in	the	U
r	III	dynasty
”,	O
rient	21	（1985
）	31-45
「
シ
ュ
メ
ー
ル
初
期
王
朝
時
代
末
ラ
ガ
シ
ュ
都
市
国
家
に
お
け
る
支
配
者
妃
の
権
能
」『
史
朋
』
二
〇
（
一
九
八
六
）
二
五
―
三
五
頁
“Som
e	U
r	III	texts	in	the	British	M
useum
”,	A
cta Sum
erologica	9	（1987
）	323-345
「
シ
ュ
メ
ー
ル
人
と
ア
ッ
カ
ド
人
」『
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
異
民
族
観
の
比
較
史
的
研
究
』
昭
和
六
二
年
度
科
学
研
究
補
助
金
一
般
研
究
Ａ	
研
究
成
果
報
告
書　
研
究
代
表
者
栄
田
卓
弘　
一
九
八
八
年　
二
―
五
頁	
“Tw
o	rulers	by	the	nam
e	U
r-N
ingirsu	in	pre-U
r	III	Lagash
”,	A
cta Sum
erologica	10	（1988
）	19-35
「
ウ
ル
第
三
王
朝
時
代
の
家
畜
管
理
組
織
」『
早
稲
田
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
紀
要
』
三
四
（
一
九
八
九
）
三
三
―
五
一
頁
“Bringing	
（m
u-túm
）	livestock	and	the	Puzuriš-D
agan	organization	in	the	U
r	III	dynasty
”,	A
cta Sum
erologica	11	
（1989
）	
69-111
「
ド
レ
ヘ
ム
文
書
に
記
録
さ
れ
たm
u-túm
―
ウ
ル
第
三
王
朝
時
代
の
貢
納
」『
オ
リ
エ
ン
ト
』
三
二
・
一
（
一
九
八
九
）
六
七
―
八
一
頁
「
ウ
ル
第
三
王
朝
時
代
の
プ
ズ
レ
シ
ュ
・
ダ
ガ
ン
に
お
け
る
家
畜
管
理
組
織
」『
日
本
オ
リ
エ
ン
ト
学
会
創
立
三
十
五
周
年
記
念
オ
リ
エ
ン
ト
学
論
集
』
刀
水
書
房
一
九
八
九
年　
四
三
五
―
四
五
二
頁
“Father	of	A
kala	and	D
adaga,	governors	of	U
m
m
a
”,	A
cta Sum
erologica	12	（1990
）	71-78
「
ウ
ル
第
三
王
朝
時
代
の	gú-na	m
a-da
」『
オ
リ
エ
ン
ト
』
三
三
・
一
（
一
九
九
〇
）
八
〇
―
九
五
頁
「
ウ
ル
第
三
王
朝
の
王
妃
ア
ビ
シ
ム
テ
ィ
」『
ヨ
ー
ロ
ッ
バ
史
に
お
け
る
女
性
と
社
会
』
平
成
三
年
度
科
学
研
究
補
助
金
一
般
研
究
Ａ
研
究
成
果
報
告
書　
研
究
代
表
者
村
井
誠
人　
一
九
九
二
年　
五
―
一
〇
頁
史
観
第
一
七
八
冊
一
二
八
「
ウ
ル
第
三
王
朝
時
代
ラ
ガ
シ
ュ
に
お
け
る
労
働
集
団	dum
u-dab
5 -ba
」『
早
稲
田
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
紀
要
』
三
七
（
一
九
九
二
）
四
七
―
五
八
頁
「
シ
ュ
メ
ー
ル
初
期
王
朝
時
代
末
期
に
お
け
る
ラ
ガ
シ
ュ
市
の
エ
ン
シ
権
と
ル
ガ
ル
権
」『
オ
リ
エ
ン
ト
』
三
四
・
二
（
一
九
九
二
）
九
三
―
一
〇
九
頁
“The	defense	zone	during	the	rule	of	the	U
r	III	dynasty
”,	A
cta Sum
erologica	14	（1992
）	135-172
「
イ
シ
ビ
エ
ッ
ラ
に
よ
る
イ
シ
ン
王
朝
創
設
」『
オ
リ
エ
ン
ト
』
三
五
・
一
（
一
九
九
二
）
一
六
六
―
一
七
五
頁
「
王
碑
文
末
尾
の
文
章
―
時
代
区
分
に
関
連
し
て
―
」『
オ
リ
エ
ン
ト
』
三
五
・
二
（
一
九
九
三
）
一
〇
六
―
一
一
八
頁
「
ウ
ル
第
三
王
朝
成
立
直
前
に
お
け
る
エ
ラ
ム
の
政
治
的
統
合
」『
オ
リ
エ
ン
ト
』
三
六
・
一
（
一
九
九
三
）
一
二
七
―
一
三
九
頁
「
ウ
ル
第
三
王
朝
時
代
の
銀
環
下
賜
とu
4 	ba-ná-a
」『
早
稲
田
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
紀
要
』
三
九
（
一
九
九
四
）
一
九
―
三
四
頁
「
シ
ャ
ギ
ナ
（
将
軍
）
職
の
成
立
―
シ
ュ
メ
ー
ル
統
一
王
権
の
確
立
に
関
連
さ
せ
て
―
」『
史
観
』
一
三
〇
（
一
九
九
四
）
六
二
―
七
三
頁
“Bal-ensí	in	the	D
rehem
	texts
”,	A
cta Sum
erologica	16	（1994
）	115-164
“Šà-bal-a	in	U
m
m
a	tablets:	bal-duty	of	the	ensí	of	U
m
m
a
”,	A
cta Sum
erologica	17	（1995
）	145-174
「
シ
ュ
メ
ー
ル
の
奴
隷
」『
北
大
史
学
』
三
五
（
一
九
九
五
）
一
―
二
三
頁
「
シ
ュ
メ
ー
ル
に
お
け
る
差
別
と
迫
害
―
外
夷
と
ケ
ガ
レ
」『
歴
史
に
お
け
る
差
別
と
迫
害
』
科
学
研
究
費
平
成
七
年
度
一
般
研
究
Ａ
研
究
代
表
小
林
雅
夫　
報
告
書
一
九
九
六
年　
七
―
一
四
頁
「
シ
ュ
メ
ー
ル
王
権
の
展
開
と
家
産
制
」『
オ
リ
エ
ン
ト
』
三
八
・
二
（
一
九
九
六
）
一
二
一
―
一
三
五
頁
「
ウ
ル
第
三
王
朝
時
代
の
ウ
ン
マ
に
お
け
る
神
殿
へ
の
奉
納
」『
早
稲
田
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
紀
要
』
四
二
（
一
九
九
七
）
三
九
―
五
五
頁
「
複
合
都
市
国
家
ラ
ガ
シ
ュ
」『
史
朋
』
三
〇
（
一
九
九
八
）
一
四
―
二
五
頁
「
ア
ッ
シ
リ
ア
学
と
一
九
世
紀
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
」『
西
洋
史
論
叢
』
二
〇
（
一
九
九
九
）
六
九
―
八
〇
頁
「
シ
ュ
メ
ー
ル
の
蛮
族
侵
入
史
観
」『
オ
リ
エ
ン
ト
』
四
一
・
二
（
一
九
九
九
）
一
五
四
―
一
六
五
頁
「
シ
ュ
メ
ー
ル
に
お
け
る
王
権
の
象
徴
―
王
状
、
王
冠
、
玉
座
」『
早
稲
田
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
紀
要
』
四
四	
（
一
九
九
九
）
二
一
―
三
〇
前
田
徹
教
授　
年
譜
・
主
要
著
作
目
録
一
二
九
頁
「
ウ
ル
第
三
王
朝
時
代
ウ
ン
マ
の
文
書
管
理
官GA
2 -dub-ba
」『
早
稲
田
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
紀
要
』
四
五
（
二
〇
〇
〇
）
一
七
―
三
一
頁
「
ウ
ン
マ
に
お
け
る
舟
の
運
行
と
管
理
」『
オ
リ
エ
ン
ト
』
四
二
・
二
（
二
〇
〇
〇
）
八
〇
―
九
四
頁
「『
ギ
ル
ガ
メ
シ
ュ
と
ア
ッ
ガ
』
解
釈
の
試
み
」『
オ
リ
エ
ン
ト
』
四
三
・
一
（
二
〇
〇
〇
）
一
一
九
―
一
二
六
頁
「
ウ
ル
第
三
王
朝
時
代
ウ
ン
マ
文
書
か
ら
み
た
マ
ダ
ガ
の
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
」『
西
南
ア
ジ
ア
研
究
』
五
三
（
二
〇
〇
〇
）
七
六
―
八
九
頁
「
シ
ュ
メ
ー
ル
人
の
思
考
の
一
断
面
」『
早
稲
田
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
紀
要
』
四
六
（
二
〇
〇
一
）
三
―
一
五
頁
「
マ
ル
ト
ゥ
、
周
辺
異
民
族
＝
「
蛮
族
」
観
か
ら
の
自
立
過
程
」『
ヨ
―
ロ
ッ
パ
史
に
お
け
る
分
化
と
統
合
の
契
機
』
平
成
一
〇
年
度
～
平
成
一
三
年
度
科
学
研
究
補
助
金
研
究
成
果
報
告
書　
研
究
代
表
者
前
田
徹　
二
〇
〇
二
年　
五
―
一
五
頁
「
シ
ュ
メ
―
ル
語
文
字
史
料
か
ら
見
た
動
物
」『
西
ア
ジ
ア
考
古
学
』
四
（
二
〇
〇
三
）
三
一
―
三
九
頁
「
ウ
ル
第
三
王
朝
時
代
ウ
ン
マ
に
お
け
る
エ
ン
シ
と
シ
ャ
ブ
ラ
」『
オ
リ
エ
ン
ト
』
四
六
・
一
（
二
〇
〇
三
）
一
―
一
八
頁
「
エ
ン
メ
テ
ナ
の
回
顧
碑
文
」『
西
洋
史
論
叢
』
二
五
（
二
〇
〇
三
）
三
―
一
一
頁
「
エ
ブ
ラ
文
書
の
年
代
」『
早
稲
田
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
紀
要
』
五
〇
（
二
〇
〇
五
）
五
―
一
六
頁
“Royal	inscriptions	of	Lugalzagesi	and	Sargon
”,	O
rient	40	（2005
）	3-30
「
ウ
ル
第
三
王
朝
時
代
ウ
ン
マ
文
書
に
お
け
る
王
の
サ
ギ
」『
早
稲
田
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
紀
要
』
五
一
（
二
〇
〇
五
）
三
五
―
四
八
頁
「
シ
ュ
メ
ー
ル
に
お
け
る
統
一
王
権
と
都
市
支
配
者
」
平
成
一
五
～
一
七
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
基
盤
研
究
Ｃ
一
般
研
究
成
果
報
告
書　
研
究
代
表
者
前
田
徹　
二
〇
〇
六
年
「
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
に
お
け
る
統
一
王
朝
と
周
辺
異
民
族
の
侵
入
―
蛮
族
侵
入
史
観
再
論
」『
西
洋
史
論
叢
』
二
八
（
二
〇
〇
六
）
一
―
一
三
「
キ
シ
ュ
と
ウ
ル
ク
」『
史
朋
』
三
九
（
二
〇
〇
七
）
一
―
一
三
頁
「
ウ
ル
第
三
王
朝
時
代
ウ
ン
マ
に
お
け
る
シ
ャ
ラ
神
殿
造
営
」『
早
稲
田
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
紀
要
』
五
三
（
二
〇
〇
八
）
三
三
―
四
四
頁
「
シ
ュ
シ
ン
の
登
位
事
情
」『
西
洋
史
論
叢
』
三
〇
（
二
〇
〇
八
）
一
―
一
二
頁
「
シ
ュ
メ
ー
ル
に
お
け
る
地
域
国
家
の
成
立
」『
早
稲
田
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
紀
要
』
五
四
（
二
〇
〇
九
）
三
九
―
五
四
頁
史
観
第
一
七
八
冊
一
三
〇
「M
artu　
族
長
制
度
の
確
立
」
前
川
和
也
編
『
シ
リ
ア
・
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
世
界
の
文
化
接
触
―
民
族
・
文
化
・
言
語
』
科
学
研
究
費
補
助
金
特
定
領
域
研
究
「
セ
ム
系
部
族
社
会
の
形
成　
平
成
二
〇
年
度
研
究
集
会
報
告
」
二
〇
〇
九
年	
五
一
―
五
七
頁
「
初
期
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
の
王
権
」『
西
洋
史
論
叢
』
三
一
（
二
〇
〇
九
）
一
二
五
―
一
三
三
頁
「
王
妃
ア
ビ
シ
ム
テ
ィ
と
豊
饒
神
イ
ナ
ン
ナ
」『
早
稲
田
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
紀
要
』
五
五
（
二
〇
一
〇
）
三
五
―
四
八
頁
“Gilgam
esh	and	A
gga.	A
	heroic	story
”,	O
rient	44	（2010
）	61-66
「R
abiān bābtīšu
」
科
学
研
究
費
補
助
金
特
定
領
域
研
究
「
セ
ム
系
部
族
社
会
の
形
成
」
計
画
研
究
「
シ
ュ
メ
―
ル
文
字
文
明
」
の
成
立
と
展
開　
平
成
一
七
年
～
二
一
年
度
研
究
成
果
報
告
書　
研
究
代
表
者
前
川
和
也　
二
〇
一
〇
年	
一
一
―
一
四
頁
「
ウ
ル
第
三
王
朝
の
エ
ラ
ム
統
治
と
シ
マ
シ
ュ
キ
朝
の
成
立
」『
西
南
ア
ジ
ア
研
究
』
七
三
（
二
〇
一
〇
）
一
―
一
八
頁
「
ウ
ル
第
三
王
朝
時
代
の
王
の
祭
儀
権
と
ウ
ン
マ
の
祭
」『
早
稲
田
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
紀
要
』
五
七
（
二
〇
一
二
）
五
―
一
八
頁
「
ウ
ル
第
三
王
朝
の
王
シ
ュ
ル
ギ
と
英
雄
ギ
ル
ガ
メ
シ
ュ
」『
早
稲
田
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
紀
要
』
六
〇
（
二
〇
一
五
）
五
―
一
九
頁
「
ウ
ル
第
三
王
朝
時
代
ウ
ン
マ
に
お
け
る
ア
マ
ル
シ
ン
王
の
神
殿
」『
早
稲
田
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
紀
要
』
六
一
（
二
〇
一
六
）
五
―
一
七
頁
“Notes	on	Sum
erian	expression	of
“hum
ility
”	in	royal	inscriptions	and	on	the	calculations	of	days	in	adm
inistrative	
texts
”	『
早
稲
田
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
紀
要
』
六
二
（
二
〇
一
七
）
四
三
九
―
四
五
一
頁
「
ウ
ル
第
三
王
朝
時
代
の
集
計
文
書
」『
早
稲
田
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
紀
要
』
六
三
（
二
〇
一
八
）
短
報“People	w
ho	delivered	the	m
aš-a-šà-ga	in	U
r	III	U
m
m
a
”,	A
cta Sum
erologica	4	（1982
）	171-172
“On	the	U
r	III	texts:	M
aekaw
a	A
SJ	3.3	and	M
V
N
	II	41
”,	A
cta Sum
erologica	4	（1982
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